[bookmark: _GoBack]神奈川県内中小の景況感、6月ほぼ横ばい 民間調べ
#神奈川 #新型コロナ #関東
2022/6/16 19:48
浜銀総合研究所が16日発表した企業経営予測調査によると、神奈川県内の中堅・中小企業の業況判断指数（DI）は6月末時点でマイナス24と前回調査（3月末時点）から1ポイント改善した。新型コロナウイルスの感染状況が一服してきたものの、ウクライナ情勢による資源高などの影響があり、ほぼ横ばいの結果となった。

業況判断DIは業況が「良い」と答えた企業の割合から「悪い」と答えた割合を引いた値。神奈川県内の中堅・中小企業を中心とした1107社に調査した。回答率は33.8%。

製造業はマイナス31と前回調査から2ポイント悪化した。コロナ禍の影響が和らぎ、生産活動が正常化しつつあり、電子部品・デバイスや電気機械などが改善した。一方で資源高の影響で鉄鋼・非鉄金属などで悪化した。

非製造業は前回調査から4ポイント改善しマイナス19だった。人流の回復で飲食・宿泊や小売りなどで改善した。

9月末の予想は全産業ベースでマイナス20と6月末比で4ポイント改善を見込む。本格的に生産活動の正常化や人流の回復への期待はあるが、物価高への懸念も大きく小幅改善にとどまる見通しだ。





